
平成１７年６月１３日 

お知らせ 
 

 

百間川の河川清掃を行っている「可知学区環境衛生協議会」が 

河川功労者として表彰されました 

 

 
 
 
  百間川中流域の可知地区は、のどかな田園地帯であり自然も多く残っていますが、近年宅地

化も進み堤防沿いに道路も整備されたことから、不法投棄が増えてきました。 
  はじめは有志数人で旧堤防のゴミ拾いを行っていましたが、清掃活動に賛同し参加者が増え

たことから、平成２年に「益野環境美化委員会」として百間川本川を含むボランティアの清掃

活動として正式に発足しました。その後、参加団体が年々増加したことから、平成１２年度か

ら「可知学区環境衛生協議会」と改正されました。 
  清掃は、毎年河川愛護月間の７月と出水期明けの１２月の２回で、範囲は、百間川本川と旧

堤防の延長約４ｋｍとなっています。 
  （社）日本河川協会では、多年にわたる河川清掃の功績を評価し「河川功労者」として表彰

することとしたものです。 
 
 

 
                 



別紙様式２

推 薦 調 書

名 前 可知学区環境衛生協議会

百間川美化運動（可知学区）の始まりは、百間川の旧堤防に群生するオオ

アザミの周辺のゴミ拾いを益野町内の有志数人で行っていたものだが、清

掃活動に賛同し参加者が増えたことから、平成２年に「益野環境美化委員

会」として百間川本川を含むボランティアの清掃活動として正式に発足し

た。その後、参加団体も連合町内会やリサイクル推進協議会等年々増加し、

人数も１００人を超えたことから平成１２年度より「可知学区環境衛生協

議会」と改正し現在まで１４年以上続いている。

清掃の時期は毎年河川愛護月間の７月と、出水期明けの１２月の年２回

行っている。清掃範囲も年々広がり、現在は百間川本川と旧堤防の延長約

４ｋｍの広範囲を行っている。

本地域は百間川中流域ののどかな田園地帯であり、自然も多く残ってい

る。一方で人目に付きにくい河川敷内は以前から粗大ゴミの不法投棄が多

い場所の一つであった。また、近年は宅地化も進み堤防沿いに道路も整備

されたことから家庭ゴミの不法投棄や通行車両からの投げ捨ても増えてい

る 「自然豊かな百間川の恩恵を後世に残したい」との思いで、年々高齢化。

の進むなか毎回大量のゴミを収集しており、以前とは比べ物にならないほ

どきれいになっている。広大な河川区域の塵芥を収集することは河川管理

者だけでは困難であり、百間川の美化に大きく寄与している。

よって、多年にわたる百間川への河川愛護活動（河川清掃）の功績は大

であり 「可知学区環境衛生協議会」を表彰に推薦する。、



別紙様式３

履 歴 書

氏 名 可知学区環境衛生協議会

職 業 －

本 籍 －

現 住 所 岡山県岡山市可知

年 月 略 歴

旧堤防に群生のオオアザミの周辺のゴミ拾いを益野町内の有

志数人で開始

「益野環境美化委員会」として百間川本川を含むボランティ平成２年度

アの清掃活動として発足

「可知学区環境衛生協議会」と改正平成１２年度

参加団体５団体１００人を越す

平成１２年 岡山市長表彰

２月

平成１５年 （社）岡山県環境衛生協会表彰

５月



可知学区　河川清掃状況写真　


